




はじめに�

�

平成 ��年�月��日に発生した東日本大震災

は、多くの人命、財産を奪い、豊かな自然と文化に

はぐくまれてきた地域の文化財等にも大きな被害

をもたらしました。震災を通じ、大災害時の文化財

等の救済においては、所有者、行政の力だけでは限

界があることが改めて明らかになりました。�

静岡県教育委員会では、こうした教訓を踏まえて

平成��年��月に文化財等の救済活動にかかわる

ボランティア「静岡県文化財等救済支援員」の登録

制度を創設しました。本書は支援員が活動にかかわ

る上での基礎的ノウハウをまとめたものです。�

文化財等の救済活動を通して、貴重な文化財を確

実に未来へ引き継いでいきましょう。�
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１� 「文化財」を知る�

（１）文化財とは�

「文化財」については、文化財保護法上、「わ

が国の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日の

世代に伝えられてきた貴重な国民的財産」「文

化財はわが国の歴史・文化等の正しい理解のた

め欠くことのできないものであり、且つ、将来

の文化の向上発展の基礎をなすもの」などとさ

れている。文化財は歴史に育まれた国民・県民

共有の財産である。�

文化財保護法では対象となる文化財を指定・登

録して、法律的に保護を加えているが、私たち

が守るべき文化財はその範疇に留まるもので

はない。�

このマニュアルでは未指定文化財、さらにはそ

れに準じるものも含め「文化財等」として幅広

く扱っていく。�

�

（２）様々な文化財�

文化財は、神社仏閣など古い建物やそこに収蔵

されている仏像や襖絵・屏風・表具、地域や家

に伝わる風習や古文書、伝統技術、名所・旧跡

などがあげられる。また近代の土木遺産や歴史

的な町並みなども、文化財と考えられる。�

参考までに文化財保護法上の文化財の種類を

以下に掲げる。� �



有形�

文化財�

�

�

�

建造物�

美術工芸品：絵画、彫刻、工芸品、�

書跡・典籍、古文書、考古資料、歴史資料等

�

�

�

�

久能山東照宮本殿、石の間、拝殿（国宝）�

無形�

文化財�

演劇、音楽、工芸技術等�

民俗�

文化財�

無形民俗文化財：衣食住、生業、信仰、年中

行事等に関する風俗習慣、民俗芸能�

民俗技術�

有形民俗文化財：無形の民俗文化財に用いら

れる衣装、器具、家屋等�

�

佐久間の林業と山村生活の用具（県指定民俗文化財）�

� �



記念物� 史跡：貝塚、古墳、都城跡、旧宅等�

名勝：庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳等�

天然記念物：動物、植物、地質鉱物�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

新居関跡（特別史跡）�

文化的�

景観�

地域における人々の生活又は生業及び地域

の風土により形成された景観地�

棚田、里山、用水路等�

伝統的�

建造物群

周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形

成している伝統的建造物群：宿場町、城下町

農漁村等�

文化財の

保存技術

文化財の保存に必要な材料や用具の生産製

作、修理・修復の技術等�

埋蔵�

文化財�

土地に埋蔵されている文化財�

�

�

� �



市町�

県�

登録文化財�

指定�

文化財

（３）法律による文化財保護の仕組み�

①指定等の種類�

国及び地方公共団体は、法律や条例によって重

要な文化財を特定し、各種規制や援助を行うこ

とによって保護している。�

�

�

� �

指定文化財�

有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物

のうち重要なものとして指定されたもの。許可

制による各種の規制や援助を通じ、その保護が

図られる。�

�

登録文化財�

指定以外の有形文化財、有形民俗文化財、記念

物のうち、保存活用のための措置が特に必要な

ものが登録原簿に登録されたもの。届出制によ

る緩やかな規制や優遇措置を通じ、その保護が

図られる。�

※このほか、文化財保護体系には無形文化財・無

形民俗文化財に対する「選択」や伝統的建造物

群保存地区に対する「選定」がある。�

�

国�

�



②文化財の管理�

文化財は基本的に所有者の財産であり、その管

理責任は所有者が負う。所有者の管理が難しい

場合は、これに代わって地方公共団体などが管

理責任者・管理団体となることができる。�

一方で、指定文化財は公共財としての側面を持

つ。行政は法律や条例に基づき、現状変更や保

存に影響を及ぼす行為を規制する一方、技術的

な指導・助言や補助金等による援助を行う。�

�

�

�

�

行政�

所有者�

� � � � � � 管理�

文化財

�

現状変更申請�

指導・助言要請�

補助金申請等�

現状変更許可�

指導・助言�

補助金拠出等�

�



２� ｢文化財等の被害｣を知る�

（１）文化財の素材�

有形文化財を構成する材料は、石、金属、木、

紙、皮革など様々である。例えば建造物は木材、

金属、顔料、瓦などの粘土。絵画、書跡は紙、

絹、麻、顔料、木材、染料、膠。工芸品は木材、

絹、麻、木綿、金属、漆、象牙、皮革、宝石な

どである。多くの材料は環境の影響を受け易

く、また災害に対しても弱い。�
� 内容� � 素材�

建造物�
社寺、茶室、民家等の部

材� �

木材、金属、顔料、粘土製品

など�

絵画�

�

�

日本画� �
紙、絹、金属顔料、膠着剤

動植物染料�

障壁画（襖絵、板絵） 紙、木材、顔料、膠着剤�

壁画�
木材、金属、土、顔料、膠着

剤�

油絵� 油、顔料、カンバス�

版画� 紙、顔料、染料�

�

彫刻�

�

�

�

�

木彫像� 木材、金属、顔料�

乾漆像� 紙、繊維、漆�

金銅仏� � 鋼合金、金�

石像� � 各種石材�

テラコッタ� � 粘土、顔料�

塑像� � 粘土、顔料�

工芸品�

各種什器、仏具、文具、

家具、衣服、装飾品、陶

磁器など�

木材、繊維、金属、漆�

象牙、角、皮革、宝石、ガラ

ス、粘土、天然樹脂、接着剤

古文書等� 古文書、本、巻子など
紙、金属、顔料、木材�

接着剤�

刀剣、武具� 刀身、鞘、鎧、弓矢など 金属、木材、漆、皮革、繊維

�

以下、それぞれの素材の特徴を見ていく��



①紙�

紙は絵画書跡など多くの文化財の材料として用

いられている。基底材（キャンバスや板、画用紙

など、絵画を支える材料）として使用されている

場合、他の素材と比較すると、長期保存に耐えや

すいと言える。一

方で虫菌類や湿度

変化によって損傷

する。�

�

�

�

②木材�

建造物に主に使用される。また、建造物の一部や

彫刻類として使用され、絵具で着彩されることが

ある。�

建材としての木材は長期保存に耐えるものの、基

底材としては、木材と絵具の収縮率の違いから絵

具が剥落すること

が多く、保存には

問題がある。その

他武具や、工芸品、

襖や屏風の材料の

一部としても用い

られている。�

�

� �




石�

建材の一部や、絵画の基底材

として用いられている。石碑

や石仏などの材料として使

用されているものもある。長

期保存に耐えるが、強い外的

影響が加わると破損する恐

れがある。また屋外に長期に

設置された場合、虫菌類によ

る腐食によって脆弱化する。�

�

�絹・麻・綿など織物�

織物は、衣類、絵画、書跡などの基底材として用

いられている。動物性タンパク質からなる絹と、

植物繊維からなる麻・綿とは材質的には異なる

が、織物としての構造は同じである。虫菌類の腐

食によって脆弱化す

る。�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



�絵具（顔料、染料）�

絵具は顔料と染料に分けられる。顔料は鉱物や貝

殻、土などを砕いて水干
すいひ

したものをいう。染料と

は動植物から得た色素のことである。どちらも膠

を接着剤として混ぜ合わせて着色する。水に溶け

やすいため、水濡れには特に弱い。また、膠によ

って基底材に接着

されているため、

水の湿りにより膠

が膨潤して絵具が

剥落する。�
�

�

�

（２）被害をもたらす要因�


温度、湿度�

湿度が高くなれば�が発生

する。また、温度が高くなれ

ば、劣化の反応速度が速くな

るため、化学反応によって起

こる変色や�などが進行す

る。また急激な湿度変化は文

化財を傷める。�

�

�

� ��



�光�

強い光（特に紫外線）

があたると、色が褪せ

たり変色したりする。

版画や染織品に用いら

れる染料は光に弱いも

のが多い。�

�


空気汚染�

空気中に含まれる汚染物質は絵画の顔料などと

化学変化を起こして、変色させることがある。海

の近くでは海から寄せられる海塩粒子、都会では

排気ガスによる硫黄酸化物、窒素酸化物、室内で

は、コンクリートから発生されるアンモニアガス

や木材から発する有機酸など、様々な物質が文化

財への悪影響をもたらす。�

�

�生物（黴、昆虫、鳥、植物など）�

材質が木や紙でできている文化財は、虫による被

害を受けやすい。虫は特に春から夏にかけて活発

に活動し、損傷を広げていく。また、湿度が高い

と黴が発生する。黴は一度発生すると完全なる根

絶は難しく、繰り返し発生する。�

�

�

�

� ��



（３）各災害の被害の特徴�


水害�

すべてのものは浮力で浮き上がり、水流で屋外に

流出したり、ひとかたまりになって部屋の隅に滞

留したりする。� �

汚水につかって、水が引いた後、文化財を含めた

すべてのものが汚泥にまみれ、強烈な悪臭を放つ

ようになる。水が引いて所有者が掃除をはじめる

と、文化財もゴミと一緒にすぐに捨てられてしま

うことがある。また、所有者が死亡している場合、

家族も本来の収納場所を知らない事態となるこ

ともある。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

津波の被害を受けた陸前高田市立博物館�

�

� ��



�火災�

煤や煙による汚損、焦げるなどの焼損が予想され

る。深刻な場合には炭のようになり、最悪の場合

には焼失する。焼損や炭化が著しい場合、書跡や

表具や衣類など、折り重なる構造の資料は開くこ

とが困難となる。また、消火活動によって水を被

ったり、消火剤によって汚損されることもある。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

岩手県遠野市の寺院火災�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

火災により被害にあった梵鐘���




地震�

建物が崩れ、土やほこりにまみれた状態で発見さ

れる。箱などにまとまって収納されている場合は

箱が破損しなければ大丈夫であるが、裸で積まれ

ていたものは床に落ち、散乱した状態になる。仏

像、民具類など木製品が建物と共に倒壊した場合

には、ばらばらになって建材とともに片付けられ

てしまうこともある。その後の降雨によって水損

する恐れもある。�

余震による建物の倒壊も予想されるため、内部で

の作業は専門家の判断の下で行う。�

�

�盗難�

近年、静岡県内での文化財の盗難が頻発している。

その際、所有者が盗まれた文化財を特定できないた

め警察への通報が遅れるケースがある。また、警察

へ通報しても、盗まれたものの記録（写真や寸法、

特徴などを記した調書）がないため捜索が難航した

り、発見されても所有者自身が所有物を判別できな

かったりする場

合もある。�

�

�

�

�

�

� ��



３� ｢文化財等救済｣を知る�

（１）文化財等救済とは�

文化財等が被災した場合、基本的には管理責任

を負う文化財所有者等や行政が関係業者と協

力しながら自力で修復を行う。�

しかしながら、大規模災害の場合は、所有者に

よる自力修復が難しく、地元市町も人命救助や

避難所対応等に追われ、支援が難しいケースが

考えられる。しかしながら、迅速な応急措置を

施さなければ文化財はやがて滅失を含め、修復

不能な状況に陥る危険性がある。�

こうした懸念から静岡県では災害時に被災文

化財等を救出し、安全な場所で応急措置を施

し、一時保管を行い、その上で最終的に所有者

に返還するまでを「文化財等救済」として文化

財所有者等を支援するための体制整備を進め

ている。�

�

（２）救済の対象�

救済の対象となる「文化財等」は文化財保護法

によって保護の対象となっている指定文化財

や登録文化財・埋蔵文化財に限るものではな

い。いわゆる｢未指定文化財｣も救済対象とな

る。加えて、広い意味で文化財に準ずるものと

して、公文書、植物標本等の自然史系資料や唯

一性の高い郷土図書なども救済対象とする。���



（３）静岡県文化財等救済支援員の役割�

静岡県では災害発生時に、県・市町と「静岡県

文化財等救済支援員」が協力の下、文化財等救

済を行う。支援員は、災害発生時の被害情報の

収集と、主に県からの依頼による応急措置の作

業に携る。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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自分で�

報告

自主的に�

調査開始！

依頼の�

連絡�

専門家と�

行動��



４� ｢救済活動｣の実際を知る�

（１）被害報告�

� � 被害報告の手順は以下のとおり。�

� � �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

準備

現地調査

県文化財保護課への報告（自宅から）

��



� ①準備をする上での留意点�

�� 取材すべき情報を確認する（②参照）。�

�� 調査先の文化財等の位置情報を確認する。�

� � （詳細は��頁参照）�

�� 調査先の被災地の状況を把握する。併せ

て、被災地の災害特性（水害、地震、津波、

火災など）を把握する。�

�� カメラ、筆記用具等調査に必要なものや、

登録証、健康保険証を保持する。（詳細は

��頁参照）�

�� 活動に伴う危険（外傷、感染症など）から

身を守るための十分な装備を準備する。

（��頁参照）�

�� 自分の健康状態をチェックする。健康に異

常を感じた場合の対処法、緊急連絡先を確

認する。活動上の事故等は自己責任のため

絶対に無理をしない。�

�� 万が一に備え、２人以上の人間（家族、仲

間）と連絡ができる様にする。�

�� ボランティア活動保険に加入する。�

� � � 社会福祉法人全国社会福祉協議会が運

営している。各市町の社会福祉協議会窓

口、災害時に各地で立ち上がるボランテ

ィアセンターで加入可能。印鑑と保険金

（��� 円～��� 円 １年）を持参。各

市町社会福祉協議会については��頁を

参照。� ��



【文化財等の位置情報の確認方法】�

�� 静岡県が作成する ���（地理情報システム

���������������� �!�����"#!� #）によ

る所在情報の確認�

�

� 「ふじのくに文化財マップ」で検索�

ホームページアドレス�

����������	
��	�
��	��������	�����������������

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



【持ち物】�

� ・調査用�

� � � カメラ、筆記用具、調書書式、バインダー等�

� ・登録証関連�

� � � 静岡県文化財等救済支援員登録証、健康保険

証等�

� ・医薬品�

� � � 外傷用消毒薬、手指の消毒液、防虫剤等�

� ・飲料、食料�

� ・その他�

� � � 雨具、携帯電話、携帯ラジオ、ライト等�

�

【服装】�

� 災害の度合いにより適切な服装を心がける�

� ・長袖、長ズボン、手袋、靴（底が丈夫なもの）�

ヘルメット、ゴーグル、マスク�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



②現地調査上の留意点�

�� 所有者が居る場合は、被害状況の聞き取り

を行い、許可を得て文化財の被災状況を写

真撮影する。�

�� 所有者が居ない場合は、文化財の被災状況

を写真撮影する。�

�� 調査の内容は以下のとおり�

� � ・文化財の被害状況�

� � ・文化財周辺の被害状況�

� � ・所有者の連絡先�

� � ・文化財に至るまでの交通事情�

� � ・周辺の協力者に関する情報�

�

③報告の際の留意点�

�� 所定の調書書式は県文化財保護課ホーム

ページからダウンロードして使用する。�

�� 収集した情報は、可能な範囲で調書に記入

する。�

�� 撮影した写真にはファイル名を付ける�

� � 例：�	��日吉寺$%���
� � � � � � 日付�� � �文化財名�

�� 写真はメールに添付して送る。１回に送付

するメールサイズは１ＭＢ以下になるよ

うにする。�

�� 調書はＦＡＸまたはメールで送る。�

�

� ��



送り先�

静岡県教育委員会文化財保護課�

ファックス番号：���&���&��	��

'"�(�)*(�'�+��,����$#��+(�'�$-�$%��

�� 被害がないことも貴重な情報であるため、

それも報告する�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（調書書式）�

※必須�※必須�

※箇条書きで書く�

� 図を使うのが効果的�

��



（２）応急措置支援�

応急措置支援の手順は以下のとおり。�

�

� � �

� � � � � � 集合場所・時間・持ち物等の指示�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� � ＊やむを得ず支援員が主体的に応急措置を行

う場合は県文化財保護課に報告する。�

�

�

�

�

�

�

�

�

県からの支援要請メール

応急措置支援�

� ①現場での調書作成�

� .�

� ②一時保管所への移動�

� .�

� ③一時保管所到着�

.�

� ④応急措置

��



①全般的留意点�

�� 文化財等の直接の扱いについては、専門家

（専門支援員）の指示に沿って行動する。�

�� 活動はあくまでボランティアである。活動

中の事故等は自己責任になるため、安全に

は十分気をつける。�

�� 業務上知りえた個人情報を外部に漏らさ

ない。�

�� あくまで応急措置に留める。�

�

②現場での調書作成上の留意点�

�� 写真撮影を行う。�

�� サイズや数の確認を行う。�

�� 所在情報（建物のどこにあったのか）を記

録する。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��




一時保管場所への移動上の留意点�

�� 梱包等作業は一時保管場所が確保されて

から！��

�

木彫（仏像、神像等）�

�� 部材を集めて段ボール箱やコンテナに一

括する。段ボール箱やコンテナには搬出し

た場所がわかるよう調書と対応させた付

箋などを収納しておく。�

�� 建物の破損も著しい場合には、建築部材が

混じってわかりにくいことも多い。その際

は建築部材より小さいことや金箔や彩色

があることを判断基準に、怪しいと思われ

る部材は全て回収する。�

�

�

� ��



文書（和紙で作られた書類、手紙、本）�

�� 段ボール箱やコンテナなどに収納する。�

�� 水に浸かって一塊にまとまって発見され

るその場合には、塊は崩さずにそのまま搬

出する。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

表具、巻子など�

�� 段ボール箱やコンテナに収納する。�

�� 開くことが難しい場合、無理に開けない。�

�� 水に濡れた場合、表面の絵具の層は、水分

が加わることで動きやすくなるので、表面

を拭き取らない。（屏風、襖も同様）�

�� 火災などで炭化した場合は、少しの振動や

接触で粉々になってしまう。被災した部分

を清潔な布や紙で包み込んで、断片が散逸

しないようにする。�

� ��



�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

染織品�

�� 水に濡れて形が崩れ運びにくい場合は、平

らな板などに載せて移動する。�

�

�

�

�

�

�

� ��



刀剣�

�� 本来木鞘に入れてあるが、鞘が破損して刀

剣が露出している場合もある。たとえ錆び

ていても殺傷能力があるため取り扱いに

注意する。�

�� 水に浸かっていた場合は、接着部分が緩ん

でいる可能性がある。ばらばらにならない

よう布などで包んでから持ち上げるとよ

い。�

�� 火災の場合には、刀身の熱が冷めているこ

とを確認してから持ち上げる。�

�

�

�

�

�

写真�

�� 段ボール箱やコンテナに収納する。�

�� 表面にゼラチン膜があるため、水に濡れた

場合、複数の写真が張り付いて塊になって

いることが多い。その際、塊を解体しない。�

�� 膜面を決して手で触らない。�

�

�

�

�

� ��



④応急措置上の留意点（水に濡れた場合）�

木彫（仏像、神像等）�

�� 陰干しして、ゆっくりと乾燥させる。�

�� 泥汚れなど大きな塊は、手で除去できるも

のは取り除いてもよいが、それ以外は乾燥

後、専門家に除去を依頼する。�

�� 直射日光にあてたり、無理矢理擦って汚れ

を落としてはならない。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

文書（和紙で作られた書類、手紙、本）�

�� 水損の場合、黴の発生を防ぐため乾燥させ

る。一部が湿っている程度であれば、風通

しのよい場所で陰干しを行う。直射日光を

あてての乾燥は、資料の変形・劣化のもと

になるので、してはならない。扇風機を用

いての乾燥が特に有効である。除湿器を併

用するとよい。���



�

�� 水に浸かった資料は菌が繁殖しているた

め、エタノール（薬局で購入可、イソプロ

パノールが入っていないものを選択）を霧

吹きに入れて噴霧する。濃度は ��％がよ

いが、希釈するための蒸留水が手に入らな

い場合は、そのまま使用してもよい。�

�� 激しい水濡れがある場合には、キッチンペ

ーパーなどを吸水紙とし、それを資料に挟

んで水分をとっていく。その他専門家の指

示を待つ。�

�

�

�

�

�

�

�

�

【糊、セロテープについて】�

紙や絹に対して、応急的に糊やセロテープを

用いて止めることは避ける。セロテープは劣化

が早く、かえって資料を損する。糊も保存に適

するものかどうか、適量はどの程度かなどを判

断するため、専門家の下で使用する方が望まし

い。�

�

� ��



表具、巻子など�

�� 基本的措置は文書と同じ。絵具の上には吸

水紙を決して置かない。�

�� 再固着を防止するため広げて陰干しする。

急激な乾燥は、絵具の剥落をもたらすため

禁物である。広げた際に絵具や紙、絹の破

損が起きる場合には無理をしない。必ず専

門家の手にゆだねる。�

�

�

�

�

�

�

�

屏風、襖�

�� 基本的措置は文書と同じ。�

�� 再固着を防止するため、屏風は安全で陽の

当たらない風通しの良い場所に広げて立

てる。ただし、破損が起こる場合には無理

に開けない。襖は重ねず、一枚ずつ壁に立

てかけて風通しをよくする。�

�� 屏風や襖は木製下地に紙の層が幾重にも

重なる構造をしており、彩色があることも

多く、その取り扱いは非常に難しい。その

後の措置は専門家の指示を仰ぐ。�

� ��



�

�

�

�

�

�

�

�

染織品�

�� 絞ってはならない。上下から吸水性の良い

紙で包み込み、それらに水分を吸い取らせ

る方法をとる。色落ちや色移りが起きるた

め、それを予防するため、間に吸い取り紙

を挟んでおく。�

�� 汚れがひどい場合には、流水で洗浄する

が、その際、繊維が緩くなったり、色移り

や色落ちしたりする可能性があるため、専

門家の指示にゆだねる。�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



写真�

�� 写真については、完全に乾いている場合

は、表面の泥などを軽く落とした後、水に

写真プリントを浸して、表面に付着した汚

れを除去する。水を取り替えながら数回洗

浄し、陰干し乾燥させる。急激な乾燥は反

り返りの原因になるので行わない。�

�� 写真同士がくっついてしまっている場合

は長めに水に浸し、接着が弱まるのを待

つ。焦って外すと、膜面が破れるため禁物

である。�

�� 古写真については、専門家に委ねる。�

�� 凍結してはならない。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



�刀剣�

�� 水に浸かると、刀剣はすぐに錆び始めるの

で、鞘から刀身を引き抜いておく。この場

合、人目がある場所を避ける。�

�� 刀身は手で直接触れてはならない。乾いた

柔らかい布で拭き取り乾燥させる。指など

を切った場合には、破傷風にかかる危険も

あるため、すぐに消毒等手当を行い、医師

に相談する。�

�� その後の措置は専門家の指示を仰ぐ。�

�

�

�

��



付録�

�

市町文化財行政担当課名簿� � � � � � � �� � � � � � � �

�

登録博物館名簿���������������� � � � � � � � � � � �!�

�

静岡県文化財等救済ネットワーク加盟団体� � � � � � ��"�

�

県内の指定文化財� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ���

�

県内の社会福祉協議会� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��#�

�

参考リンク� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ����

�

文化財の部分名称� � � � � � � � � � � � � � � � � ����

�

�

�

�

�

�

�
� ��
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文化財の部分名称�

＜建築：神社＞�
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＜建築：寺＞�
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＜建築：民家＞�
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（建部恭宣「文化財ガイドブック� 建造物編」から引用）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� ��



＜仏像＞�

＜屏風＞�
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＜掛軸＞�

�

①巻緒（まきお）� � � � � � � � �

②掛緒（かけお）� � � � � � � � �

③鐶（かん）� � � � � � � � � � �

④八双（はっそう）� � � � � � � �

⑤風帯（ふうたい）� � � � � � � �

⑥露（つゆ）� � � � � � � � � �

⑦上（かみ）� � � � � � � � � � �

⑧一文字（いちもんじ）�

⑨中廻し（ちゅうまわし）�

⑩本紙（ほんし）�

⑪柱（はしら）�

⑫下（しも）�

⑬軸首（じくしゅ）�

⑭軸木（じくぎ）�

⑮上巻（うわまき）�

⑯支点（してん）���



＜刀剣＞�

�

�

Ａ�

①中心（なかご）�

②刃（は）�

③銘（めい）�

④目釘穴（めくぎあな）�

⑤鋒（きっさき）�

� �

�

�

�

�

�

Ｂ� �

①柄（つか）�

②鞘（さや）�

③目貫（めぬき）�

$鐔（つば）�

⑤栗形（くりかた）�

⑥返角（かえりつの）�

%鐺（こじり）�

�

�

�
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